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ページング
パターンのグリッド、 For Each コマンド



トランザクションの Work With パターンのグリッドを使用すると、
自動ページングを実⾏できます。つまり、ページごとに N ⾏が
ロードされ、ナビゲーションコントロールを使用してさまざまなページ間を移動で
きます。既定では、ページごとに 10 件のレコードがロードされますが、これから
説明するように、この値は変更できます。
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Work With for Web パターン

10 ⾏ (既定)



旅⾏代理店のアプリケーションから Attraction トランザクションを選択します。
[Patterns] エレメント内で [Selection (Attractions)] ノードを選択してプロパティ
を表示すると、[Rows per page] プロパティに既定値が表示されています。先ほど
述べたように既定値は 10 です。異なる数値を示したい場合は、[<custom>] に変
更するだけで、[Custom Rows] プロパティが有効になり、ページごとに表示する
レコード数を指定できます。実⾏環境で変更を確認してみましょう。
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Work With for Web パターン

5 ⾏



旅⾏代理店のアプリケーションのために作成した WWAttractionsFromScratch
など、Web パネルにページングを実装する⽅法を⾒てみましょう。

グリッドのプロパティに [Rows] があります。この値を変更して、画⾯に表示する
レコード数を変更できます。現在、[Paging] プロパティが有効になっているため、
無限スクロールを実装するオプションを使用できます。実⾏環境でこの機能を確認
してみましょう。

グリッドに最初のレコードがロードされます。グリッドをスクロールするか、サイ
ドバーで下⽅向に移動すると、残りのレコードがロードされ、すべてのレコードが
ロードされるまで続⾏されます。
次に、[Paging] プロパティを既定値のままにしてましょう。

ページには、グリッドの [Rows] プロパティに⼊⼒した数の観光名所だけが表示さ
れます。
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WWAttractionsFromScratch のページング



たとえば、プログラムの実⾏中、その時点でグリッドのどのページにいるかを把握し、
その情報をユーザーの画⾯に表示するとします。

そのために、Numeric タイプの 2 つの変数を宣言します。1 つの変数で現在のペー
ジを保存し、もう 1 つでグリッドの総ページ数を保存します。

Web レイアウトで、2 つの変数といくつかの Text Block オブジェクトを⼊⼒し、
何を表示するかを明確にします。

[Events] エレメントの Start イベントで、totalNumberPages 変数を定義し、
グリッドの [PageCount] プロパティの値を割り当てます。このプロパティはグリッ
ドに含まれるページの合計数を示します。これを Start イベントで実⾏したのは、
この例では、プログラムが実⾏されたときに、この情報を 1 回のみ取得すればいい
ためです。

Refresh イベントで currentPageNumber 変数を定義します。この変数はグリッド
の [CurrentPage] プロパティの値を受け取ります。このプロパティは、現在いる
場所のページ番号を返します。これを Refresh イベントでプログラミングするのは、
ページが変化するたびにこの値を計算する必要があり、そのたびに Refresh イベン
トがトリガーされるため、これが適切なタイミングだからです。

実⾏環境で確認してみましょう。

5



次に、リンクやナビゲーションボタンを作成して、デザインや場所に応じて適切に
カスタマイズする⽅法を⾒ていきましょう。

この例では、Web パネルでグリッドの外部に 4 つのボタンを⼊⼒して、ナビゲー
ションボタンにします。そして、ボタンそれぞれに、関連付けられたイベントを設
定します。
次に挙げるグリッドのメソッド 4 つを使用します。
1 つ目のボタンは FirstPage メソッドでレコードの最初のページに移動します。
2 番目のボタンは PreviousPage メソッドで現在選択されているページの前のペー
ジを表示します。3 番目のボタンは NextPage メソッドで次の一連のレコードを
返します。最後のボタンは LastPage メソッドでレコードの最後のページを表示し
ます。実⾏環境で確認してみましょう。
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WWAttractionsFromScratch のページング

Web レイアウト イベント



仮に、すべての観光名所の一覧を PDF 形式で表示するプロシージャーがあるとし
ます。この場合、⼤量になる可能性があるレコードをどのように処理すればいいで
しょうか。これは、For Each コマンド内でこれから説明する 2 つの節を使用して
実⾏できます。これにより、いくつのレコードを表示するか、どのレコードを表示
するかを制御できます。

AttractionsReport プロシージャーにアクセスすると、すべての観光名所が表示さ
れます。
仮に何らかの理由で、最初の 2 つのレコードを表示したくないとします。つまり、
⼊⼒した 3 つ目のレコードから表示します。そのためには Skip 節を使用し、無視
するレコードの数 (この場合は 2) を⼊⼒します。
ここで、Count 節を使用して、表示したいレコードの件数を制御することもでき
ます。この例では、最初の 2 つの観光名所がスキップされ、次の 5 つが出⼒され
ます。

もちろん、数値の代わりに変数を使用するほうが便利です。その場合、値をパラ
メーターで送ったり、ソースで直接宣言したりすることができます。
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PDF レポートのページング

=

PDF レポート ソース



たとえば、それぞれ 5 件のレコードがあるページの場合に、2 番目のページのレ
コードだけが必要だとします。この場合、新しい変数を宣言して表示したいページ
を⼊⼒します。図のように実装できます。

このトピックの詳細については、GeneXus の Wiki を参照してください。
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PDF レポートのページング
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